
発
表
の
過
程
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
の
自
信
と

や
る
気
を
う
な
が
す

伊
勢
崎
市
は
、
人
口
の
約
５
％

に
あ
た
る
１
万
２
０
０
０
人
以

上
の
外
国
人
が
暮
ら
す
、
全
国
で

も
有
数
の
外
国
人
集
住
地
域
だ
。

現
在
、
市
内
34
の
公
立
小
中
学

校
に
通
う
外
国
籍
の
子
ど
も
は
、

１
０
０
０
人
ほ
ど
で
、
日
本
語
指

導
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
は
年
々

増
え
続
け
て
い
る
。

こ
の
日
、
全
校
生
徒
の
約
10
％

が
外
国
籍
だ
と
い
う
伊
勢
崎
市
立

境
南
中
学
校
で
は
、
佐
藤
康
教
諭

に
よ
る
特
別
な
授
業
が
行
わ
れ
て

い
た
。
通
常
、
外
国
籍
の
生
徒
の

み
で
行
わ
れ
る
日
本
語
教
室
に
、

生
徒
会
役
員
の
日
本
人
生
徒
３
名

が
迎
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
授
業

の
発
表
者
と
な
っ
た
の
は
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

パ
キ
ス
タ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
、
多
様
な
国
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
生
徒
た
ち
。

自
ら
作
成
し
た
母
国
を
紹
介
す

る
大
き
な
ポ
ス
タ
ー
を
指
し
示
し

な
が
ら
、日
本
語
で
一
語
ず
つ
ゆ
っ

く
り
と
丁
寧
に
説
明
す
る
姿
に
、

教
室
の
全
員
が
「
も
っ
と
み
ん
な

の
文
化
を
理
解
し
た
い
」と
、
思
い

を
新
た
に
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

伊
勢
崎
市
教
育
研
究
所 

日
本
語

教
育
研
究
班
は
、
支
援
が
必
要
な

外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
、
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
日
本
語
教
室
担
当

教
員
６
名
が
立
ち
上
げ
た
活
動
だ
。

伊
勢
崎
市
教
育
研
究
所
の
下
田

仁
所
長
は
、「
教
師
自
ら
が
名
乗

り
を
上
げ
て
、
自
主
研
究
班
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
が
、
博

報
賞
と
い
う
評
価
を
受
け
た
こ
と

は
心
か
ら
の
励
み
に
な
る
と
感
じ

ま
す
」と
語
る
。

発
足
時
の
代
表
、
伊
勢
崎
市
立

坂
東
小
学
校
の
大
澤
成
基
教
諭
は
、

「
日
本
語
指
導
の
課
題
は
、
各
学
校

の
担
当
教
員
の
裁
量
に
任
さ
れ
、

教
員
は
一
人
で
悩
み
を
抱
え
て
い

る
状
態
で
し
た
」と
振
り
返
る
。

「
そ
ん
な
中
、
互
助
会
的
な
集
ま

り
が
あ
っ
た
ら
い
い
ね
と
、
有
志

が
集
い
、
２
０
１
３
年
に
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
す
」（
大
澤

成
基
教
諭
）

　外
国
籍
生
徒
の

９
割
以
上
が
高
等
学
校
に

進
学
し
て
い
る

背
景
も
年
齢
も
多
様
な
子
ど
も

た
ち
に
、
い
か
に
日
本
語
指
導
の

仕
組
み
を
構
築
す
れ
ば
い
い
の
か

と
い
う
、
教
員
た
ち
の
地
道
な
研

究
は
、
や
が
て
専
門
家
や
教
育
委

員
会
の
支
援
を
得
て
実
を
結
ぶ
。

子
ど
も
の
日
本
語
力
を
見
と
る

「
も
の
さ
し
」
と
な
る
独
自
の
指

標
、「
伊
勢
崎
市　

日
本
語
ス
テ
ッ

プ
―
ひ
ろ
が
る
こ
と
ば
・
夢
・
希

望
―
」が
作
ら
れ
た
の
だ
。

日
本
語
ス
テ
ッ
プ
は
、
こ
れ
ま

第49回博報賞並びに文
部科学大臣賞の受賞、誠
におめでとうございま
す。これまでの研究成果
や各学校で実践された内
容等が高く評価されまし
たことに対して、県教育
委員会を代表してお祝い
を申し上げます。本県で
も、外国につながりのあ
る児童生徒は年々増加す
る傾向にあります。その
子どもたち一人ひとり
が、もてる力を十分に発
揮できるよう、日本語教
育の充実に向けて献身的
に取り組んでいる多くの
関係者にとっても、今回
の受賞は、大変意義ある
ものと考えております。
今後も一層研究を進め、
その成果を広く役立てて
いただくことを強く期待
しております。

群
馬
県 
◉ 
伊い

せ勢
崎さ

き

市
教
育
研
究
所 

日
本
語
教
育
研
究
班

国
語
・
日
本
語

教
育
部
門

群
馬
県
教
育
委
員
会
　
笠
原 

寛  

教
育
長

で
教
員
の
裁
量
に
よ
っ
て
い
た
支

援
を
標
準
化
。
誰
で
も
活
用
で
き

る
共
通
指
標
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
。
ま
た
「
日
常
会
話
の
力
」
と

「
学
習
活
動
に
参
加
す
る
力
」
に
分

け
て
、
こ
と
ば
の
発
達
の
様
子
を

見
と
る
こ
と
で
、
日
常
は
問
題
な

く
日
本
語
を
話
し
て
い
る
よ
う
で

も
、
学
習
場
面
で
は
苦
労
す
る
と

い
う
子
ど
も
の
課
題
に
寄
り
添

う
。

「
例
え
ば
、
平
行
、
垂
直
と
い
う

こ
と
ば
は
、
日
常
会
話
に
は
出
て

き
ま
せ
ん
。
学
習
語
彙
は
生
活
語

彙
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で

す
」と
大
澤
教
諭
は
指
摘
す
る
。

日
本
語
研
究
班
は
さ
ら
に
、
来

日
直
後
の
外
国
人
児
童
生
徒
の
受

け
入
れ
対
応
の
た
め
の
、
日
本
語

初
期
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
は
じ
め

の
８
歩
」
、
効
率
的
か
つ
計
画
的

な
指
導
計
画
を
可
能
に
す
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
の「
個
別
の
指
導
計
画
」を

開
発
。
活
動
開
始
か
ら
４
年
後
の

２
０
１
７
年
に
は
、指
導
冊
子
『
つ

な
が
る
・
ひ
ろ
が
る
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｉ
ス
テ
ッ
プ
』
に
、
こ
れ
ら
の

研
究
を
集
大
成
し
て
、
冊
子
に
ま

と
め
上
げ
て
市
内
の
幼
稚
園
か
ら

小
中
学
校
に
配
布
し
た
。

「
日
本
語
指
導
を
始
め
た
当
初
、

教
員
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
に
、
と

に
か
く
日
本
語
の
力
を
つ
け
よ
う

と
指
導
に
き
ゅ
う

き
ゅ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、

指
導
の
中
で
子
ど

も
た
ち
が
、『
わ

か
る
』『
で
き
る
』

と
感
じ
る
場
面

を
、た
く
さ
ん
作
っ

て
あ
げ
る
こ
と
こ

そ
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
に
気
づ
い

た
の
で
す
。
タ
イ

ト
ル
の
『
ひ
ろ
が

る
』に
は
、
子
ど
も

た
ち
が
日
本
語
学

習
を
通
じ
て
、
将

来
の
夢
や
希
望
を

持
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
」

（
大
澤
教
諭
）

伊
勢
崎
市
の
外
国
籍
生
徒
の
高

等
学
校
へ
の
進
学
率
は
、
実
に
９

割
以
上
に
の
ぼ
る
。
こ
う
し
た
実

績
が
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
見

据
え
た
、
日
本
語
指
導
の
成
果
を

確
実
に
示
し
て
い
る
。

佐藤教諭の授業の様子。自分が育った国の文化について調べてまとめ、ポスター発表を行う生徒たち。発表
後は質問も飛び交い、お互いの文化への理解を深めた。

あ
わ
せ
て
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

文
部
科
学
大
臣
賞
は
、「
博
報
賞
」
受
賞
者
の
中
か
ら 

各
部
門
１
件
ま
で
、
特
に
奨
励
に
値
す
る
実
践
に
贈
ら
れ
ま
す
。

ひらがなシートを指し、「あ」「い」と、発音する先生
の口元を見つめ、繰り返して声に出す1年生。

ムスリムの挨拶を紹介するのは、アフガニスタン出身
の生徒（左）とパキスタン出身の生徒（右）。

今後も実践を通じて内容
を深めていきたいと語る
大澤教諭。

日本語指導の共通指標『つながる・ひろがる
ISESAKIステップ』。

「ひろがることば・夢・希望」
日本語を母語としない子どもへの
日本語指導プログラムの開発
外国籍の児童生徒が、「わかる」「できる」を実感できる独自の日本語指導プログラムを開発し、
子どもたちの未来を見据えた支援を続ける実践に、博報賞が贈られた。


